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八幡宮の砺波型狛犬 

庄
川
町
小
牧
の
石
仏
た
ち 

 

尾
田 

武
雄 

  

富
山
県
砺
波
市
庄
川
町
小
牧
は
、
関
西
電
力
の
小
牧
（
こ
ま
き
）
ダ
ム
下
流
左
岸
の
集

落
で
あ
る
。
本
来
右
岸
の
南
砺
市
利
賀
村
大
牧
（
お
お
ま
き
）
に
対
し
て
、
こ
の
集
落
は

小
牧
（
お
ま
き
）
で
あ
る
が
、
関
西
電
力
が
こ
の
小
牧
ダ
ム
を
「
こ
ま
き
」
と
命
名
し
呼

ぶ
よ
う
に
な
り
、
集
落
名
が
混
同
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ダ
ム
は
昭
和
十
四
年
に
完
成
し
、

当
時
東
洋
一
の
ダ
ム
と
し
て
知
ら
れ
、
現
在
国
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
集
落

は
小
さ
い
が
、
字
村
中
に
八
幡
宮
が
鎮
座
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
砺
波
型
の
左
右
共
に
阿

形
の
狛
犬
が
居
る
。
台
座
に
は
、「
加
藤
組 

加
藤
金
次
郎
」
と
銘
が
あ
る
。
加
藤
金
次
郎

は
小
牧
ダ
ム
請
負
業
者
加
藤
組
の
社
長
で
あ
っ
た
。
そ
の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
の
集
落
の
上
に
小
堂
に
入
っ
た
三
十
三
観
音
の
一
体
で
あ
る
阿
耨
観
音
が
あ
り
正

面
左
右
に
「
明
治
十
八
年
九
月
建
立
」「
彫
工 

森
川
栄
次
郎
」
と
あ
る
。
阿
耨
観
音
は
岩

上
に
坐
し
て
海
を
眺
め
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
が
、
小
堂
脇
に
小
川
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の

阿
耨
観
音
は
水
と
の
関
わ
り
の
あ
る
石
仏
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
下
流
に
歩
く
と
聖
徳
太
子

南
無
石
仏
が
、
や
は
り
朽
ち
た
お
堂
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
も
う
尐
し
歩
く
と
、
高
さ
三
。

六
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
。
二
メ
ー
ト
ル
の
自
然
石
に
「
明
治
三
十
七
、
八
年 

日
露
戦
役
記

念
碑
」
が
堂
々
と
あ
る
。
そ
の
横
に
や
や
大
き
い
お
堂
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
浮
彫
の
釈
迦

如
来
坐
像
が
あ
る
。「
明
治
四
年
辛
未
十
月 

石
工
井
波
七
次
郎
」
と
あ
る
。
石
工
井
波
七

次
郎
の
作
品
は
、
南
砺
市
福
野
の
準
堤
寺
に
石
龕
が
あ
り
「
文
久
三
年
」
の
年
次
在
銘
が

あ
り
、
ま
た
慶
應
二
年
銘
の
不
動
明
王
が
南
砺
市
今
里
（
旧
井
波
町
）
神
明
宮
に
あ
る
。

江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
期
に
活
躍
し
た
石
工
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
お
堂
の
中
に
は
、
三

十
三
観
音
の
内
の
き
れ
い
な
一
葉
観
音
も
あ
り
、
こ
こ
は
い
つ
も
花
が
手
向
け
ら
れ
信
仰

が
息
づ
い
て
い
る
。 
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阿耨観音 

聖徳太子南無石仏 

釈迦如来坐像 

日露戦役記念碑 

一葉観音 
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旧大沢野町上大久保六区墓地 旧大山町大庄地区下大浦墓地 

富山市月岡地区上布目墓地 旧大山町大庄地区田畠鶏塚墓地 旧大山町大庄地区中大浦墓地 

続
・
近
く
に
あ
る
二
臂
千
手
観
音
墓
標
と
い
わ
れ 

 

平
井 

一
雄 

 

『
北
陸
石
仏
の
会
々
報 

第
61
号
』
で
報
告
し
た
二
臂
千
手
観
音
墓
標
を
更
に
富
山
県
旧

大
沢
野
町
上
大
久
保
六
区
、
富
山
市
月
岡
地
区
上
布
目
、
旧
大
山
町
大
庄
地
区
下
大
浦
、

中
大
浦
、
田
畠
鶏
塚
墓
地
に
各
一
基
づ
つ
、
計
五
基
を
確
認
し
た
の
で
報
告
す
る
。 

さ
ら
に
「
な
ぜ
二
臂
の
尊
像
が
千
手
観
音
と
さ
れ
た
の
か
」
由
緒
を
探
っ
て
み
た
。 

西
国
三
十
三
所
観
音
礼
所
第
十
番
三
室
戸
寺
の
御
本
尊
は
二
臂
の
観
音
菩
薩
と
称
す
る

一
尺
二
寸
の
飛
鳥
金
銅
仏
と
さ
れ
、
秘
仏
と
な
っ
て
い
る
。 

宝
亀
元
年
（
七
七
○
）
の
こ
と
、
光
仁
天
皇
、
毎
夜
宮
中 

光
の
差
し
込
む
の
を
御
覧

に
な
リ
右
尐
弁
犬
養
に
そ
の
源
を
尋
ね
さ
せ
た
と
こ
ろ
三
室
戸
山
の
奥
、
岩
淵
と
称
す
る

清
淵
に
到
リ
、
御
長
二
丈
余
リ
と
お
ぼ
し
き
千
手
観
世
音
菩
薩
の
霊
容
、
光
明
赫
奕
と
し

て
、
幻
の
如
く
出
現
さ
れ
る
の
を
発
見
し
た
。
犬
養
、
歓
喜
の
余
リ
清
淵
に
飛
び
人
リ
、

抱
き
あ
げ
て
み
る
と
、
さ
き
の
尊
容
で
は
な
く
、
御
丈
一
尺
二
寸
の
二
臂
の
像
に
化
し
て

い
た
。
事
の
始
終
を
お
聞
き
に
な
っ
た
帝
の
叙
感
殊
の
ほ
か
深
く
、
そ
の
処
に
伽
藍
を
建

て
て
像
を
安
置
し
て
御
室
戸
寺
と
号
す
よ
う
勅
命
さ
れ
た
と
い
う
。
つ
い
で
桓
武
天
皇
は
、

最
初
出
現
の
尊
容
に
て
御
長
二
丈
の
尊
像
を
＊
白
檀
木
を
も
っ
て
作
ら
せ
、
か
の
出
現
の

一
尺
二
寸
の
尊
像
を
胎
内
に
納
め
さ
せ
た
と
い
う
。
応
保
元
年(

一
一
六
一)
三
井
寺
覚
忠

の
『
三
十
三
所
巡
礼
記
』
に
一
尺
千
手
観
音
を
本
尊
と
す
る
三
十
三
番
目
の
観
音
霊
場
で

あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
寛
正
元
年(

一
四
六
〇)

食
堂
よ
リ
出
火
し
伽
藍

は
烏
有
に
失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
際
、
桓
武
帝
御
願
の
大
像
は
火
災
の
中
に
消
え
失
せ

た
が 

出
現
の
小
像
は
火
中
よ
リ
飛
び
出
し
た
と
い
う
。
長
享
三
年(

一
四
八
九)

伽
藍
再
建

成
就
し
、
か
の
小
像
を
安
置
し
、
叙
慮
に
よ
り
て
勅
使
下
向
さ
れ
、
聖
護
院
准
后
道
興
導

師
に
よ
リ
て
堂
供
養
、
開
帳
の
大
法
会
が
厳
修
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
リ
以
後
、
三
十
三
年
目

ご
と
、
な
ら
び
に
御
即
位
時
に
勅
命
に
よ
リ
開
帳
が
な
さ
れ
、
尊
像
の
霊
験
を
求
め
る
諸

人
の
参
詣
で
賑
わ
う
こ
と
と
な
っ
た
。 

『
大
慈
大
悲
西
国
三
十
三
所
観
音
粲
成
』
昭
和
六
十
一
年
五
月
発
行
よ
り
要
旨
抜
粋 

以
上
に
よ
り
二
臂
の
尊
像
は
霊
容
出
現
時
の
千
手
観
音
像
、
ま
た
焼
失
し
た
白
檀
木
御
長

二
丈
の
千
手
観
音
像
の
尊
名
を
称
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
墓
標
と
す
る
と
き
の

費
用
を
考
え
る
と
八
臂
な
ど
多
臂
と
す
る
よ
り
二
臂
の
ほ
う
が
石
工
へ
の
支
出
が
尐
な
い

か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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福井県福井市東河原町樺八幡神社の木造十王(鎌倉時代) 

閻
魔
と
そ
の
周
辺 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

滝
本 

や
す
し 

  

閻
魔
堂
や
十
王
堂
は
各
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
木
像
や
絵
像
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

石
像
の
作
例
は
尐
な
い
。
閻
魔
に
関
係
す
る
石
像
を
訪
ね
て
み
よ
う
。 

１
、
福
井
県
あ
わ
ら
市
熊
坂 

路
傍
／
十
王
、
司
命
、
脱
衣
婆 

熊
坂
大
仏
の
向
か
い
に
木
造
の
小
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
笏
谷
石
製
の
十
六
体
の
石

像(

丸
彫
り
十
王
十
体
、
丸
彫
り
司
命
一
体
、
丸
彫
り
奪
衣
婆
一
体
、
丸
彫
り
地
蔵
一
体
、

浮
彫
り
地
蔵
一
体
、
丸
彫
り
地
蔵
二
体)

が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
懸
衣
翁
は
当
初
か
ら
造
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
司
命
と
司
録
と
は
通
常
は
一
対
で
造
ら
れ
る
の
で
、

司
録
は
後
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
浮
彫
り
の
半
跏
地
蔵
は
十
王
と
同
時
期

に
造
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

２
、
福
井
県
坂
井
市
坂
井
町
長
田 

八
幡
神
社
境
内
／
閻
魔 

 

八
幡
神
社
本
殿
左
手
の
石
造
小
祠
内
に
、
地
蔵
、
千
手
観
音
、
不
動
明
王
と
共
に
閻
魔

の
丸
彫
り
像
が
窮
屈
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
小
像
で
あ
る
が
、
い
ち
ば
ん
奥
に
納
め
ら
れ

て
い
る
の
で
胸
か
ら
上
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
火
焔
光
背
型
の
不
動
明
王
も
奥
の

方
に
納
め
ら
れ
て
お
り
胸
か
ら
下
を
確
認
で
き
な
い
が
、
光
背
右
部
に
「
初
七
日
不
動
」、

左
部
に
「
…
王
為
…
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
千
手
観
音
は
こ
れ
ら
と
無
関
係
の
よ
う
で
あ

る
が
、
地
蔵
は
関
連
の
あ
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

３
、
石
川
県
金
沢
市
北
塚 

観
音
堂
／
十
王
、
人
頭
杖
、
地
獄
像 

北
塚
町
の
一
角
に
建
て
ら
れ
て
い
る
木
造
の
堂
内
に
、
観
音
、
地
蔵
三
体
、
三
十
九
体

の
小
さ
な
観
音
、
十
王
、
人
頭
杖
、
地
獄
像
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
土
を

固
め
て
造
ら
れ
た
泥
像
で
、
三
十
九
体
の
小
さ
な
観
音
は
三
十
三
体
観
音
な
ど
で
あ
る
。

全
て
の
石
像
が
美
し
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
二
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
観
音
講
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
現
在
は
扉
に
板
が
打
ち
付
け
ら
れ
て
完
全
に
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
此
処
は
尼
寺

の
火
葬
場
と
墓
地
あ
っ
た
場
所
で
、
十
王
な
ど
の
像
は
そ
の
頃
に
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。 

４
、
富
山
県
高
岡
市
蓮
花
寺 

高
野
山
真
言
宗
蓮
華
寺
墓
地
／
閻
魔
、
司
命
、
司
録 

 

蓮
華
寺
墓
地
の
無
縁
石
塔
群
内
に
、
三
体
の
座
像
が
浮
彫
り
さ
れ
た
石
塔
が
み
ら
れ
る
。

磨
滅
が
激
し
く
像
容
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
二
体
の
脇
侍
が
司
命
と
司
録
と
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
中
尊
は
閻
魔
と
考
え
ら
れ
る
。
石
塔
下
部
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、

判
読
で
き
な
い
。 

５
、
富
山
県
富
山
市
水
橋
小
出 

路
傍
／
閻
魔 

 

水
橋
小
出
路
傍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
小
堂
内
に
、
十
一
面
観
音
、
不
動
明
王

二
体
、
青
面
金
剛
と
共
に
閻
魔
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
光
背
型
の
浮
彫
り
で
、

青
面
金
剛
の
み
が
立
像
で
あ
り
、
他
は
座
像
で
あ
る
。
閻
魔
は
一
部
に
彩
色
の
痕
が
残
っ

て
い
る
。
光
背
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
ま
た
台
石
に

も
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
台
石
は
別
物
と
思
わ
れ
る
。 

６
、
富
山
県
立
山
町
西
大
森 

路
傍
／
脱
衣
婆 

 

西
大
森
路
傍
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
小
堂
内
に
九
体
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

手
前
に
脱
衣
婆(

お
ん
ば
様)

の
石
像
が
置
か
れ
て
い
る
。
立
山
町
に
は
他
に
も
お
ん
ば
様

の
石
像
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。 

７
、
そ
の
他
の
作
例 

 

富
山
県
立
山
町
芦
峅
寺
の
立
山

室
堂
近
く
の
玉
殿
岩
屋
に
、
十
体
ほ

ど
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
中
に
十
王
の
残
欠
が
み
ら
れ
る

そ
う
で
あ
る
が
、
私
は
実
見
し
て
い

な
い
。 

 
福
井
県
越
前
市
高
瀬
町
一
丁
目

曹
洞
宗
宝
円
寺
境
内
に
近
年
数
多

く
の
石
像
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
中
に
閻
魔
像
が
み
ら
れ
る
。 

  



5                 北陸石仏の会々報 第６9 号   2023/04/15             

 

２ 坂井町長田八幡神社境内の閻魔 

３ 金沢市北塚観音堂の十王、人頭杖、地獄像など 

１ あわら市熊坂路傍の十王、司命、脱衣婆など 

４ 高岡市蓮華寺墓地の閻魔、司命、司録 ５ 富山市水橋小出路傍の閻魔 ６ 立山町西大森路傍の脱衣婆 
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北陸石仏の会 第６４回例会 

富山県上新川郡 

―旧大庄村と太田村の石仏めぐり― 
令和５年５月２８日(日) 

 

参 加 費：２５００円（ガソリン代、資料代等） 

集合場所：①ＪＲ砺波駅南口…………７時３０分 

②富山地方鉄道上滝駅……８時１０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

※集合場所および時間が不都合な方はご連絡下さい。 

※感染対策を行い、乗用車に相乗りします。 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田 1770 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局 

締め切り：令和５年５月１２日(金) 

案   内：滝本やすし(石川県金沢市)  

 

見学予定 (富山県上新川郡旧大庄村、大田村) 

◎富山市花崎 共同墓地／伝兵衛地蔵、六道供養塔 

◎富山市花崎 路傍／阿弥陀三尊、馬頭観音、聖徳太子十六歳像ほか 

◎富山市大栗 路傍／五劫思惟阿弥陀 

◎富山市善名 路傍／青面金剛 

◎富山市下番 下番神社／「疫神社」 

◎富山市下番 公民館／半跏地蔵 

◎富山市西番 柴垣家／堅牢地神 

◎富山市西番 路傍／中世石塔群、准胝観音、青面金剛、「道祖神」ほか 

◎富山市西番 観音堂／西國三十三ヶ所観音 

◎富山市大場 神明社／「牛頭天王」 

◎富山市石屋 曹洞宗省山寺／火天 

諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。 

 令和５年度の会費を同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。  


